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Cambridge University Press & Assessment について
英国ケンブリッジ大学の一部門である非営利組織で、出版・試験・国際教育等の部門により構成されています。試験部門は主に英語 
の学習や指導に関して、世界をリードするさまざまな資格認定サービスを提供しており、受験者数は世界130カ国で年間550万人に上 
り、大学・企業・省庁など25,000を超える世界中の機関が英語力の証明に私たちの資格試験を活用しています。
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言語運用レベルの基準として 2001 年に欧州評議会により開発され、その際弊機関ではさまざまな支援を行った。弊機関
が創設メンバーである ALTE（Association of Language Testers of Europe：ヨーロッパ言語テスト協会)の「Can Do ステートメ
ント」と共に、現在は欧州のみならず世界各国 で利用されている。

英語教授知識認定テスト(TKT:Teaching Knowledge Test)
～英語教授法の知識を測る国際基準の認定テスト～

TKTとは？
英語教師に求められる言語・教授法の基礎知識を網羅した、ケンブリッジが開発したテストです。
TESOL（英語を母国語としない人に対する英語教授法を専門的に学ぶ学問分野）の基礎を学びます。
受験準備を通じて、英語教師としての自信とスキルが身に付きます。

なぜ、いまま TKTが必要なのか？
生徒の英語力向上のカギとなる教員の指導力の向上に注目が集まっています。日本でも CEFR1（ヨーロッ
パ言語共通参照枠）や Can-Do リストなどが英語教育現場に紹介され、国際的な尺度や指標を身近に感
じるようになってきました。TKT は、自分の経験に対する公式な評価を得るため、国際的に認知された資
格取得を希望する世界中の先生方の要望に応えて開発された世界基準の認定テストです。



7-C, 8-E, 9-A, 10-H, 11-G, 12-D, 13-B

Preparation（受験

準備）のページへ

のアクセスはこちら

から

https://www.cambridgeenglish.org/teaching-
english/teaching-qualifications/tkt/prepare-for-tkt/

TKT モジュール３

のサンプル問題・

解答付（Zip ファイ

ル）へのアクセスは

こちらから

https://www.cambridgeenglish.org/Images/539276-tkt-
module-3-sample-paper-and-answer-key.zip

777 CCC 888 EEE 999 AAA 101010 HHH 111111 GGG 111222 DDD 111333 BBB

（英語教授知識認定テスト） の準備をするには．．．Preparation のページをクリック！

TKT 3 7 13

（翻訳）実際の試験問題は英語で出題されます

     TKT: モモジュール 1,2,3   バンド評価記述文

原文（英語）は www.cambridgeenglish.org/images/22185-tkt-band-descriptors.pdf をご覧ください

モジュール 1:

英語の学習と指導に関する言語知識・背景

モジュール 2:
指導案作成と英語教授のための教材活用法

モジュール 3:

授業マネジメント

バ
ン
ド

４

受験者は モジュール１のシラバスの全

領域 言語体系と言語学習の背景 について

包括的で正確な知識を発揮している。

モジュール でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは言語の記

述、言語スキル、言語学習プロセスの要素、

さまざまな指導法、言語教師が使うタスクや

アクティビティに関連しているが、これについ

て良く理解している。受験者はククラスの状況

をよく知っていようが知るまいが、どんな状

況であっても既存の知識を関連づけること

ができる。

受験者は モジュール２のシラバスの

全領域 指導案作成と教材活用法 につい

て包括的で広範な知識を発揮している。

モジュール でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、指導案

作成や教材の活用、教室で特定のアクティ

ビティーを行う理由、特定の教材を使う理

由に関連しているが、これについて良く

理解している。受験者はククラスの状況をよ

く知っていようが知るまいが、どんな状況

であっても既存の知識を関連づけることが

できる。

受験者は モジュール３のシラバスの全

領域 授業マネジメント、学習プロセスの管

理 について包括的で広範な知識を発揮し

ている。 モジュール でテストされる広

範な概念、専門用語、指導やプロセス は、

教師や学習者が授業で用いることば、学習

を促進するために授業マネジメントに使える

オプションに関連しているが、これについて

良く理解している。受験者はククラスの状況

をよく知っていようが知るまいが、どんな状

況であっても既存の知識を関連づけること

ができる。
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受験者は モジュール１のシラバスの全

領域 言語体系と言語学習の背景 について

概ね包括的で正確な知識を発揮している。

モジュール１でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは言語の記

述、言語スキル、言語学習プロセスの要素、

さまざまな指導法、言語教師が使うタスクや

アクティビティに関連しているが、これについ

てほとんど理解している。受験者はククラスの

状況をよく知っていようが知るまいが、どち

らの状況であっても既存の知識を概ね関連

づけることができる。

受験者は モジュール２のシラバスの

全領域 授業計画と教材活用法 について

概ね包括的で広範な知識を発揮してい

る。 モジュール３でテストされる広範な

概念、専門用語、指導やプロセスは、指導
案作成や教材の活用、教室で特定のアク

ティビティーを行う理由、特定の教材を使う

理由に関連しているが、これについてほと
んど理解している。

受験者はククラスの状況をよく知っていよう

が知るまいが、どちらの状況であっても既

存の知識を概ね関連づけることができる。

受験者は モジュール３のシラバスの

全領域 授業マネジメント、学習プロセスの

管理 について概ね包括的で広範な知識を

発揮している。

モジュール３でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、教師や

学習者が授業で用いる言語、学習を促進

するために授業マネジメントに使えるオプ

ションに関連しているが、これについてほと

んど理解している。受験者はククラスの状況

をよく知っていようが知るまいが、どちらの

状況であっても既存の知識を概ね関連づ

けることができる。
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受験者は モジュール１のシラバスの領

域 言語体系と言語学習の背景 について基

礎的な知識を発揮している。

モジュール１でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは言語の記

述、言語スキル、言語学習プロセスの要素、

さまざまな指導法、言語教師が使うタスクや

アクティビティに関連しているが、これについ

ていくらかは理解している。受験者はククラス

の状況をよく知っている場合は既存の知識

を関連づけることができるが、状状況を知らな

い場合は時折関連づけることができる。

受験者は モジュール２のシラバスの

領域 指導案作成と教材活用法 について

基礎的な知識を発揮している。

モジュール２でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、指導案

作成や教材の活用、教室で特定のアクテ

ィビティーを行う理由、特定の教材を使う

理由に関連しているが、これについていく

らかは理解している。受験者はククラスの状

況をよく知っている場合は既存の知識を関

連づけることができるが、状状況を知らない

場合は時折関連づけることができる。

受験者は モジュール３のシラバスの

領域 授業マネジメント、学習プロセスの管

理 について基礎的な知識を発揮してい

る。
モジュール３でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、教師や

学習者が授業で用いる言語、学習を促進
するために授業マネジメントに使えるオプ

ションに関連しているが、これについていく
らかは理解している。受験者はククラスの状

況をよく知っている場合は既存の知識を関

連づけることができるが、状状況を知らない
場合は時折関連づけることができる。

バ
ン
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１

受験者は モジュール１のシラバスの領

域 言語体系と言語学習の背景 について限

定的な知識を発揮している。

モジュール１でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは言語の記

述、言語スキル、言語学習プロセスの要素、

さまざまな指導法、言語教師が使うタスクや

アクティビティに関連しているが、これについ

て限られた範囲で理解している。受験者はクク

ラスの状況をよく知っている場合にのみ、既

存の知識を関連づけることができる。

受験者は モジュール２のシラバスの

領域 指導案作成と教材活用法 について

限定的な知識を発揮している。

モジュール２でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、指導案

作成や教材の活用、教室で特定のアクティ

ビティーを行う理由、特定の教材を使う理

由に関連しているが、これについて限られ

た範囲で理解している。受験者はククラス

の状況をよく知っている場合にのみ、既存

の知識を関連づけることができる。

受験者は モジュール３のシラバスの

領域 授業マネジメント、学習プロセスの管

理 について限定的な知識を発揮してい

る。

モジュール３でテストされる広範な概

念、専門用語、指導やプロセスは、教師や

学習者が授業で用いる言語、学習を促進す

るために授業マネジメントに使えるオプショ

ンに関連しているが、これについて限ら

れた範囲で理解している。受験者はククラス

の状況をよく知っている場合にのみ、既存

の知識を関連づけることができる。
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